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１ 

２ 

計画策定の背景と目的 

 

 

 

  

□本計画は、「教育基本法」第 17 条第 2 項に基づき白山市が定める、教育の振興のため

の施策に関する基本的な計画であるとともに、「地方教育行政の組織及び運営に関する

法律」第 1 条の３に規定する「大綱」として位置づけます。 

□また、本計画は、市民一人ひとりが生涯を通して心身ともに「健康」で活躍し、まち全

体が「笑顔」あふれ、人も自然も産業も「元気」に輝くまち白山市を実現し、豊かな自

然とともに将来に引き継ぐことを基本理念とした「第２次白山市総合計画」における

教育分野の基本施策の性格を有しています。さらに、本計画は、ＳＤＧｓ（持続可能な

開発目標）の理念に沿った取組やウェルビーイングの向上に向けた取組を推進します。 
 

*ウェルビーイング：個人・地域・社会が、持続的に良い状態であること 
 

  

□本計画の期間は、令和７（2025）年度から令和 14（2032）年度までの 8 年間で

す。本計画の進捗状況については、毎年実施している教育に関する事務の点検及び評

価により成果の評価・検証を行います。 

 

 

□現代は、その特徴である変動性 (Volatility)、不確実性 (Uncertainty)、複雑性

(Complexity)、曖昧性(Ambiguity)の頭文字を取って 「VUCA 」の時代とも言われ、

将来の予測が困難な時代となっています。人口減少・高齢化が進む一方で、ＡＩ（人工

知能）等をはじめとする技術改革やグローバル化が一層進展し、また、教育の現場で

は、全国的に不登校児童生徒数が増加しており、子どもを取り巻く問題も多様化・複雑

化しています。 

□さらに近年は、気温の上昇や大雨の頻度の増加など、気候変動及びその影響が我が国

のみならず世界的に広まっており、夏季の熱中症対策などが問題となっています。ま

た、令和６（2024）年１月１日に発生した能登半島地震は県内に甚大な被害を及ぼ

し、平時から防災対策や安全教育に取り組んでおくことがますます重要となっていま

す。 

□こうした教育を取り巻く急速な環境の変化に対応するため、本市の豊かな自然の恵み

や多くの先人によって育まれた伝統文化など、本市の特徴を生かした効果的な教育施

策を実施することが必要となっています。  



 

 - 2 - 

重点的取組 

基本理念

基本目標 1 

基本目標 2 

基本目標 3 

基本目標 4 

基本目標 5 

基本目標 6 

基本目標 7 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさと白山の 未来を拓く 人づくり 

～「感性を育む教育」を基盤として～ 
 

基調(テーマ) 
 SDGｓの理念に沿った取組の推進 

 
ウェルビーイングの向上に向けた取組の推進 

 

教育の方向性 

 
体験を伴う学習活動の充実や、主体的に課題に向き合い 
粘り強く解決する力を育む教育の推進 

 
人のつながりや学びの楽しさを感じ、 
生涯にわたって健康で自分らしく生き続けるための教育の推進 

 

  
豊かな心と健やかな体を備えた青少年の育成 

 
 

確かな学力と社会の変化に対応できる資質･能力の育成 

 
 

安全・安心な教育環境の整備充実 

  ジオ学習の推進と文化の継承・創造 

 
 

地域とともに歩む特色ある学校の創造 

 
 

生涯にわたり学び続けられる環境づくり 

 
 

健康な心身を育むスポーツの推進 

 

  

 
次代を担う子どもたちの豊かな感性や健やかな体を育むため、次の３つを「はくさん３

育（さんいく）」として位置づけ、本市における教育の重点として推進していきます。 
 

 豊かな自然環境や多様な文化を活かした体験活動や遊びを通して、「知る」ことだけ
でなく「感じる」ことの大切さを学びます。 

 

  食について学び、良好な食事の環境を整えることで、食べることだけでなく食の安全
や自分の健康について興味や関心を持ちます。 

 

  読書活動を通じて、思考力や表現力とともに豊かな想像力を養い、感性を育みます。 
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基本施策 １ 

基本施策 ２ 

基本施策 ３ 

基本施策 ４ 

基本施策の方向性及び主な取組 
 

  

■コミュニティスクールを活用して家庭、学校、地域等が連携し、大人と子どもがよりかかわり
あえるよう、日常的なふれあいの機会の充実をめざします。 

■芸術家や専門家を招き、本物の文化・芸術や地域の伝統に触れたり、白山手取川ユネスコ世界
ジオパークを深く理解したりすることにより、郷土愛をもつ豊かな人間性の育成を図るととも
に、感性豊かな心を育みます。 

 

■道徳教育は、特別の教科である道徳を要として、道徳教育推進教師を中心とした組織的な協力
体制を整え、学校の教育活動全体で行います。また、道徳便り等による情報の発信や授業公開
などを行い、学校と家庭との連携による取組を進めます。 

■特別活動では、集団宿泊活動、職場体験活動など豊かな感性を育む体験活動を積極的に導入し
ます。また、白山ジオ学習を軸として、自然体験活動を促進し、生命や自然を尊重し、環境を
保全する態度の涵養に努めます。 

 

■人権が尊重される人間関係づくりや学習活動づくり等の環境醸成に努めます。 
■研修等を通じて教職員の人権意識の向上に努めます 

 

■青少年育成センターや地域団体が中心となり、地域の実情に応じた青少年育成のための各種事
業を地域ぐるみで展開します。 

■子どもの望ましい基本的な生活習慣を育成し、生活リズムを向上させ、様々な活動に取り組む
ととともに、地域全体で家庭の教育力を支える社会的機運の醸成を図ります。 

 

  

 

■子どもの望ましい生活習慣、家庭学習習慣の確立などについて、保護者と連携しながら家庭と
学校や保育所等が一体となった教育活動を推進します。 

■子育て講座等の開催によって、学習の機会を提供し、家庭教育の充実を図ります。 

 

  

 

■基礎的な運動の技能や知識の習得を図るとともに、「体育や保健の見方・考え方」を働かせ、自
らの課題を見付け、その解決に向かう授業を展開します。 

■生涯スポーツにつなげる視点で、「する」「みる」「ささえる」という様々な形で運動や競技に親
しむことを大切にした授業を推進します。 

 

■家庭や関係機関との連携を図りながら児童生徒の基本的な生活習慣を培うとともに、感染症を
正しく理解し予防するための啓発や、AED による応急処置研修の実施等に努めます。 

■食物アレルギーを持つ児童生徒の安全を保つため、家庭、教職員、専門家等が連携して、児童
生徒の実態（重症度、除去品目等）を把握し、食物アレルギーへの対応に努めます。 

 

  

 

■食に関する指導の全体計画や教科等の年間指導計画に基づき、栄養のバランスや朝食摂取など
の食事の重要性、安全や品質など食品を選択する力、食物や生産者への感謝の心などの育成を
図ります。 
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基本施策 ５ 

基本施策 ６ 

基本施策 7 

■栄養教諭等を中核として、これまで以上に地産地消の推進を図るために、白山めぐみんジオパ
ーク給食等、地域の食材を生かした特色のある学校給食を実施するとともに、有機栽培米の提
供のほか、食育の環境等を促進するオーガニック給食についても、今後検討します。 

 

  

  

■校長のリーダーシップのもと、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーを活用し
ながら、一貫性のある校内指導体制を充実します。 

■子どもが抱える個々の問題に対する原因や背景を的確に把握し、適切かつ迅速に対応できる体
制を充実します。 

■スクールソーシャルワーカーを配置し、家庭環境から派生する課題解決の支援を行います。 
■児童生徒、保護者及び教職員を対象に臨床心理士による専門教育相談を行います。また、別室
登校支援員を配置し、不登校の児童生徒への学習支援などを進めます。 

■白山市教育センターの「ふれあい教室」では、心的エネルギーの回復、人間関係の構築・育成
等を図りながら、再登校や社会的自立に向けての支援を行います。また、子ども総合相談室で
は、18 歳までの子どもや保護者等の悩みごと・困りごとの相談に対応します。 

■学校の中にステップ教室を設置するなど、教室登校が困難な児童生徒に対し、個に応じた学習
活動を進めていきます。また、リモート授業を実施するほか、学びの多様化学校の設置を検討
するなど、学びの保障に努めます。 

■スクールカウンセラーを配置し、児童生徒や保護者が相談しやすい環境づくりに努めます 

■白山市こども家庭センターの機能を生かし、各部署や関係機関と緊密に連携することで、情報
を共有し多面的な対応策を講じます 

■関係機関と連携した保護者対象の講座等により、問題行動等の未然防止や早期対応に関する理
解・啓発を図ります。 

 

  

 

■発達の段階に応じた体系的なキャリア教育を計画的・組織的に実施し、一人ひとりの社会的・
職業的自立に向け、基礎的・汎用的能力や態度を育成します。 

■「キャリア・パスポート」を活用し、家庭、学校及び地域等における学習や生活の見通しを立
て、学んだことを振り返りながら、新たな学習や生活への意欲につなげたり、将来の生き方を
考えたりする活動を行います。 

 

  

 

■「白山市子どもの権利に関する行動計画」に基づき、子どもに関わる施策の着実な推進に努め
ます。 

 

■「白山市子ども会議」を開催し、社会の一員として表明した意見が、社会の中で尊重される機
会を設けます。 

■地域づくりを進めるにあたり、子どもの意見の保障や拡充への支援に努めます。 

 

■子どもの権利を守るため、あらゆる相談に対応する「子ども総合相談室」の体制充実に努めま
す。 

■こども家庭センターの設置による福祉と教育の連携機能を活かし、相談窓口として一層の周知
に努めます。 
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基本施策 8 

基本施策 9 

基本施策 10 

基本施策 11 

基本施策 12 

   

 

■小中学校で、経済的に就学困難な児童生徒の保護者に対して、学校生活に必要な費用の援助を
行います。また、学校給食の無償化導入をめざします。 

 

■遠距離通学等児童生徒（遠距離通学生徒及び通学困難地児童生徒）の経済的な負担の軽減や通
学における安全確保を図るため、通学に要する経費の全部又は一部を援助します。 

 

■本市在住で、成績良好かつ品行方正でありながら学資が十分に確保できない高等学校等の生徒
に対し、修学に必要な資金を援助します。また、県立夜間中学における教育活動への支援や広
報の充実を推進します。 

 

■市内在住の高等学校等生徒で、経済的に困難な世帯の生徒であっても充実した修学旅行になる
よう、その費用の一部を援助します。 

 

  

 

■幼児期における基礎的な資質や能力が、遊びを通して総合的な指導の中で一体的に育めるよう
支援するとともに、一人ひとりの成長や発達に応じた教育内容の充実を図ります。 

■幼児期の学びから小学校教育に円滑に接続できるように、幼・保・小での意見交換や研修、園
児と児童の交流の機会を設けるなど共通理解や情報の共有化を図り、一層の連携を進めます。 

 

  

 

■読み・書き・計算などの基礎的・基本的な知識・技能の習得を図り、知識・技能を生かす場を
つくることや家庭学習でのふり返りなどを通して、学習の基盤を構築します。 

■「書く」「話す」「聞く」のそれぞれの能力を育み、深める学びを図ります。 

■児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、指導や教育施策における成果と課題を検証するな
ど、研究・授業実践・検証・改善を進めます。 

 

  

■児童生徒の学ぶ意欲を導き出すために、課題解決型の授業づくりや、課題を自分ごととして捉
える手立て、教科の本質に関わる楽しさを実感できる工夫、学びや変容を自覚するふり返りの
実施などに取り組みます。 

■児童生徒への理解に努め、一人ひとりが生かされる学級経営を進めます。 

 

  

■学級を複数に分け、人数をより少なくして指導する少人数指導やティーム・ティーチング指導
を推進し、個に応じた指導の充実に努めます。 

■市内の小学校 1年生は 30 人以下の学級で授業を受けることができるように、市独自で講師を
採用し、各学校に配置します。 

■児童生徒一人ひとりの学習意欲の向上や、学習習慣、学習内容の定着を図るために、ボランテ
ィアや地域との連携を推進します。 
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基本施策 13 

基本施策 14 

基本施策 15 

基本施策 16 

  

■小学校中学年から外国語活動を導入し、総合的・系統的に学びを接続させながら、コミュニケ
ーションを図ろうとする態度や能力を段階的に育成します。 

■国際交流と相互理解の促進につながるよう、外国語指導助手等（ＡＬＴ／ＥＩ）を各学校に派
遣するなどし、指導体制の充実や指導方法の工夫を図ります。 

■自国のみならず他国の文化や伝統の理解を深め、国際社会で求められる資質・能力を養います。 

 

  

■特別支援教育コーディネーターを中心とした校内委員会の機能を高め、個別の教育支援計画や
指導計画等を作成・活用することにより、通常の学級や通級による指導、特別支援学級といっ
た学びの場で教育支援の充実を図ります。 

■特別支援学校や外部の専門機関との連携等により、学校全体としての組織的な取組を推進する
とともに、特別支援教育支援員（ボランティアを含む）の配置や特別支援教育アドバイザーに
よる学校訪問など、人的支援の充実に努めます。 

■配慮の必要な児童生徒への支援については、インクルーシブ教育システムの構築に向けた「基
礎的環境整備」の充実に努めます。 

■外国人児童生徒等に対して、市国際交流協会との連携により、子ども日本語サポーターを派遣
して日本語初期指導を目的とした支援を行うとともに、文化的な背景への配慮に努めます。 

 

  

■校内研修で各校の実態に応じた課題解決に取り組むとともに、指導力向上のために、計画的、
継続的な学校研究を行います。また、若手教員早期育成プログラムの充実を図り、若手・中堅
教職員の力量形成に努めます。 

■学校評価を効果的に活用し、ＰＤＣＡサイクルを意識した学校マネジメントの改善を図ってい
きます。 

■教職員の指導力向上をめざし、充実した教職員研修体制を構築します。また、今日的な教育課
題に関する内容や学校の実情、本市における指導の重点に沿った内容を扱うなど、研修会の工
夫・改善を図ります。 

■専門員や支援スタッフの配備、多様な人材の配置に努め、教職員が子どもに向き合う時間等を
確保し、子どもと教職員のウェルビーイングの向上に努めます。 

■引き続き、時間外在校等時間縮減に向けた意識改革や業務改善に努め、教職員の心身の健康の
保持増進を図るとともに、担任制や事務形式において、チームや組織として対応していくマネ
ジメントを検討し、教員の多忙化改善に努めます。 

■業務の効率化・適正化に向けて、ICT 環境の活用、教育現場におけるDX を推進します。 

■学校保健安全法に基づく教職員の定期健康診断やストレスチェックを行います。また、学校衛
生委員会を充実させ、教職員の健康保持等に取り組みます。 

 

  

■日常の安全確保、不審者等の侵入防止、児童生徒の安全確保などについて、日ごろから対策を
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基本施策 17 

基本施策 18 

基本施策 19 

検討し、保護者、警察署等の関係機関、地域の関係団体等との連携を図ります。 
■市交通安全協会と連携した「白山市交通安全こどもの集い」の開催等により、学校関係者や保
護者、児童生徒に対して、交通安全に対する意識の向上に努めます。 

 

■防災対応能力を高めるため、これまでの避難訓練に加え、自助・共助を育むための知識・技能
を獲得できるよう、さらなる防災教育の推進を図ります。 

■学校防災アドバイザーの派遣事業では、避難訓練や防災教育など、学校の実情に応じた学校安
全の取組を実施し、改善点の見直しを図ります。 

■市の通学路安全プログラムに基づき、学校関係者、道路管理者、警察等の連携体制を構築し、
各種安全対策を効果的に実施することにより、通学路の安全確保を図っていきます 

■地域の方々の協力により登下校時の見守り活動を実施します。 

 

  

■全学校に配置している学校図書館司書を活用し、学校図書館教育の充実に努めます。 

■工夫した読書指導を行うことや、定期的な図書館だよりの発行、教科等の学習における積極的
な図書館の活用等、実態に応じた取組を推進し、児童生徒の読書意欲の向上をめざします。 

■学校の授業で使用する資料の貸出、資料相談等のレファレンス対応、会報による情報提供、学
校図書館司書への支援などにより、学校における子どもの読書活動の推進に寄与します。 

 

  

■老朽化する校舎の改修工事を継続的に実施するとともに、教育環境の改善にも対応します。 
■だれもが使いやすい施設となるよう、学校施設のバリアフリー化を進めるとともに、熱中症対
策及び避難施設としての機能強化を図るため、学校体育館への計画的な空調整備を進めます。 

■教職員全員が危機管理意識を持ち、家庭・地域・関係機関等と連携しながら、学校の安全管理
体制の充実を図ります。 

■節水型のトイレや省電力照明の採用など、環境への配慮をより一層推進するとともに、脱炭素
化に向けた取組を行います。 

■様々な災害に備えて、それぞれの学校の状況に応じた実効性のある学校防災マニュアルに基づ
き、児童生徒の安全確保に努めます。 

 

  

■児童生徒がＩＣＴ機器や情報技術に慣れ親しみ、基本的な操作や活用ができるよう学習活動を
充実させるとともに、ＩＣＴ機器を活用した分かりやすい授業の展開をめざします。 

■情報モラルの必要性を理解し、望ましい情報社会を実現するための取組を家庭と連携して推進
します。また、学年に応じて身に付けるべきＩＣＴ活用スキルを明確にした学習活動を推進し
ます。 

■校務の迅速な処理や効率化、適切な情報の管理などに向けて、ＤＸ化を推進します。 

■ＧＩＧＡスクール構想により、児童生徒一人ひとりへの情報端末等を整備した中で、安定した
授業支援の継続や安全性が高く、利便性の良いネットワーク環境の整備を進めます。 
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基本施策 20 

基本施策 21 

基本施策 22 

  

■ジオパーク・ユネスコエコパークの学習を通じて、本市の地質・地形、動植物、歴史・文化や
白山の生態系への理解を総合的に深めます。 

■白山ろくから平野部までジオパークの各サイトなどをめぐる白山ジオ遠足などの自然体験・フ
ィールドワーク、出前授業等、白山ジオ学習の機会を確保します。 

■市内教職員対象に、白山ジオ指導者養成研修を行い、各学校で行われている白山ジオ学習・白
山ジオ合宿の充実を図ります 

■子どもから大人まで年代や学習度合いに応じて、地域に根ざした学習活動を推進します。また、
学習内容は体験型などを取り入れ、地域への関心を持ちやすい活動をめざします。 

■学んだ内容を生かす機会を設けるなど、学習をサポートする体制を充実させ、さらに人材を育
成し学びの循環を図ります 

■子どもたちが、豊かな自然を生かした体験活動を通して、忍耐力や自立心、協調性など豊かな
人間性を育むとともに自然環境を深く学ぶために、白山登山をはじめ、白山ジオ学習に係る取
組を促進します。 

 

  

■音楽会や美術展、古典芸能事業など、子どもから大人まで幅広く市民を対象とした優れた芸術
を鑑賞する機会の提供を行います。 

■地域の特性を生かした個性的な地域文化を創造するため、市文化協会加盟団体の活動や伝統行
事の継承など、市民の自主的な文化活動への支援を積極的に行います。 

■千代女の里俳句館をはじめ、文化施設での紹介や特別展の開催などにより、ふるさとの偉大な
先達とふれあう機会をつくり、後世へ継承することに努めます。 

■ふるさとの偉大な先達やゆかりの人を顕彰し、文化的伝統の継承発展を図るとともに、市民の
創作活動を奨励します。 

■文化施設の事業内容を充実し、人材育成や市民参加型の事業に取り組みます。 

 

  

■市民が史跡から、ふるさとの歴史を学ぶことができる貴重な場として、国指定史跡の保存・整
備を推進するとともに、学習観光拠点としての活用を図ります。 

■文化財所有者や保存会等の活動を適切に支援します。 

■未指定の文化財や埋蔵文化財、化石等の文化財調査を推進し、その結果に基づき文化財指定を
進め、保存・継承のために必要な措置を施します。 

■市民が文化財を通じたふるさとの歴史文化の理解を深めるため、博物館施設等での文化財の公
開・展示活動や、ガイダンス機能の整備・充実に努めます。 

■市民の歴史文化に対する知的ニーズを満たす出版物の発行や講演会等を企画実施します。また、
化石調査体験などを通じて子どもたちや市民への教育普及活動の充実に努めます。 
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基本施策 23 

基本施策 24 

基本施策 25 

基本施策 26 

  

■複雑化する課題を地域の力を得ながら解決に導き、未来の創り手となる子どもたちの成長を学
校と地域とが一体となって支えていくために、コミュニティスクールを推進します。 

■地域学校協働活動の充実をめざし、地域学校協働活動推進員によるコーディネート機能を高め
ていきます。 

■保護者や地域住民等と教育目標やビジョンを共有し、家庭・学校・地域等が一体となって子ど
もたちを育んでいきます。 

■学校運営の組織的・継続的な改善を図るとともに、評価結果や改善策を伝えることで説明責任
を果たし、開かれた学校づくりを推進します。 

 

  

■教育的意義を踏まえた学校独自の特色ある活動の取組を積極的に進め、学校教育がめざす資
質・能力の育成に努めます。 

■技術的指導を行う地域（外部）指導者の拡大や部活動指導員の確保を図ります。 

■中学生が参加できるスポーツ・文化芸術・地域活動を生涯学習の一環として、生涯にわたって
活動できる環境を地域総がかりで進めます。 

■これまでの中学校部活動の種類に捉われず、小学生の時から取り組む活動や生涯学習活動、地
域コミュニティ組織が取り組む活動などに参加できる環境づくりを進めます。 

 

  

■地域資源を生かした体験活動や他専門機関の方々との交流などの探求型の授業を、本市におけ
る学校や地域の特色を生かした独自の教育課程として創設します。 

■義務教育９年間を見通した教育課程の編成や、「学びの多様化学校」による学習機会の確保な
ど、本市におけるニーズに即した新たな学校の在り方について検討を進めます。 

■子どもの学びの視点を基本としつつ、学校が地域の活動や活力に果たす役割を考慮しながら、
学校の規模適正化や適正配置について検討を行います。 

 

  

■住民が主体となって課題解決や住民の関心に沿う事業を実施するとともに、地区内のヒト・モ
ノ・コトを掘り起こし、地域への愛着や理解を深めて「地域力」を向上できるよう支援します 

■世代間交流事業や地域間交流事業に継続して取り組みます。また、白山ジオ学習をはじめ、郷
土について学ぶ活動を通して、住まいする地区への愛着を育みます。 

■情操豊かな人間性と生活の質的向上をめざす生涯学習活動を推進します。 
■スキルアップ等をめざすリカレント教育など、ライフスタイルに応じて学び直しができ、自己
実現につなげる環境づくりをめざします。 

■地域社会との関わりの中で主体的に活動する団体やグループの成長が、地域全体の活動の促進
につながることから、これらの団体やグループの育成を推進します。 
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基本施策 27 

基本施策 28 

基本施策 29 

基本施策 30 

  

■学びの土壌を豊かにするため、社会教育士をはじめとする生涯学習の支援者の拡大と確保を図
ります。 

■お互いの生命と人権を尊重し、思いやりの中に豊かな人間関係を築くため、人権意識の啓発に
努めます。 

■学びの核となる生涯学習施設の整備充実を図ることで、時代に即した生涯学習機会を提供する
施設づくりをめざします。特に、地域コミュニティの核となるコミュニティセンターについて
は、計画的な整備に努めます。 

 

  

■図書館情報システムと学校図書館情報システムの統合により、公共・学校図書館間の連携を強
化するとともに、図書館司書の適正な確保等により、課題解決型サービスの充実に努めます。 

■市民や利用者の求めている情報の提供や地域の課題解決を支援する各種事業等を実施します。 
■図書館における利便性向上に寄与する DX の導入について検討していきます。 

■「第４次白山市子ども読書活動推進計画」に基づき、地域・保育所・学校・図書館などが連携
して、子どもの読書活動を推進するための取り組みを行います。 

■地域と一体となった読書活動の推進を図るため、新たなボランティアの参加を促します。 

 

  

■障害のある人が、学校卒業後に社会で自立して生きるために必要な力を育み、維持していける
よう、効果的な学習プログラムや実施体制等に関する研究や成果の普及等に努めます。 

■各地区において生涯学習活動に取り組めるよう、各種の学級・講座等の情報提供、受入れ体制
等の整備充実を図ります。 

■障害のある人が生涯学習施設を不自由なく使えるよう、バリアフリー化に努めます。 

 

  

■ライフステージや個人のニーズに応じたスポーツ活動を推進するため、多様なスポーツ機会の
提供に取り組みます。 

■スポーツに関する知識や技能を有する指導者の育成・確保を推進するとともに、スポーツ活動
におけるボランティア人材の育成・確保に努めます。 

■スポーツ教室の充実及びニュースポーツの紹介・普及を図ります。 
■総合型地域スポーツクラブへの支援及びその周知・啓発を図ります。 

■スポーツクラブの結成や育成を支援します。また、地域の様々なクラブやサークルのネットワ
ーク化を応援します。 

■産学官で連携し、スポーツを通じた市民の生活習慣病予防や健康増進に努めます。 
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基本施策 31 

基本施策 32 

  

■ジュニアの育成・強化に重点的に取り組み、今後も、競技団体と連携し、必要に応じた支援を
行っていきます。 

■トップアスリートをめざす気概を育むため、オリンピック出場選手や一流スポーツ選手による
講習会・講演会を開催するとともに、各種競技大会の誘致等に努めます。 

■多くの児童生徒が競技に取り組めるようスポーツ少年団などの施設利用に関する支援を継続
するとともに、各種スポーツ大会の開催支援に努め、競技人口の拡大に努めます。 

 

  

 

■計画的な整備や長寿命化対策を含めた施設改修などの機能の維持と向上に努め、スポーツ施設
の充実を図ります。 

■学校体育施設は、地域の身近なスポーツ施設であり、今後も一層の整備・利用促進に努めます。 

■市やスポーツ協会主催の各種大会において、保健師や看護師の配置を行うなど安全な大会運営
に努めます。 

■AED の設置を推進し、安全管理に努めるともに、施設や用具の安全点検及び整備を行うなど、
適切な施設管理に努めます。 

 

 

家庭、学校、地域・社会・企業、行政の協働 
□家庭は全ての教育の出発点であり、子どもたちは、家族とのふれあいを通して、生活習慣や人

に対する信頼感、思いやり、自尊心や自立心などを身につけていきます。 

□家庭、学校、地域・社会・企業、行政が協働して本計画を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行 政 

学 校 

家 庭 

⚫ 基本的生活習慣の定
着、社会規範・ルー
ル等の向上など 

⚫ 基本的生活習慣の定
着支援など 

⚫ 地域ぐるみの学びの支
援や関係づくりの促進
など 

⚫ 学習の成果を生かした学校支
援など 

⚫ 地域活動や地域等による 
生涯学習活動への協力など 

⚫ 学習、スポーツ、文化芸術活
動の環境づくりや維持など 

⚫ 学校施設の整備 
・就学支援など 

⚫ 教育環境の整備や
コミュニティ活動
促進など 

⚫ 地域学習や地域等における
生涯学習活動への積極的な
参加など 
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１ 

２ 

３ 

計画の実現にあたって 
 

  

■本計画の基本理念や基本施策の着実な実施に向け、市民からの意見を広聴し、教育目

標が着実に達成されるよう努め、情報の共有と相互の信頼に努めます。 

■職員一人ひとりが本計画を意識し、教育が実践できるよう、周知徹底を図ります。 

■本計画の進捗状況に関する情報を、広報紙、ホームページなどの広報媒体を活用しな

がら、分かりやすい情報発信に努め、広報活動等を積極的に行います。 

■市民に信頼される開かれた教育行政の推進に努めます。  

 

  

■教職員がそれぞれの職の専門性を発揮するとともに、外部人材の積極的な活用など

を通じて、学校の組織的な教育力を高め、学校現場における教育施策の着実な推進を

図ります。 

■学校教育と社会教育、また、学校と地域との連携の仕組みを強化し、地域住民や各種

団体が、教育活動に積極的に参画できるよう、生涯にわたる学習社会の実現に向け、

それぞれの領域の連携・協働を図ります。 

■子どもの教育は、家庭をはじめ、社会性や公共性を得ることのできる場となる地域、

さらには専門的な知識や最新の技術を有する企業や大学等との連携・協働も必要で

あり、市民が一体となった教育力向上の取組を推し進めます。 

 

  

■常に市民のニーズを把握しながら事業を実施し、その目標設定に対しての達成状況

について毎年点検・評価を行い、効果的な教育行政の推進に資するとともに、PDCA

サイクルによる進行管理を行います。 

■本計画は８年後の令和 14（2032）年度を目標年度としており、その間に、市の総

合計画や国、県の教育振興基本計画が改定される見込みです。国の教育に関する施策

や社会情勢の更なる変化、時代のニーズ等を捉えながら、必要に応じて施策の方向性

や数値目標等を再考するなど柔軟に計画内容の見直しを行い、本市における教育目

標を実現できるよう努めます。 
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